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１．概要（Summary） 

本研究では、磁気光学効果の大きなビスマス置換型磁

性ガーネット薄膜を使ったホログラムの作製プロセスの開

発を目的とする。ホログラフィーによる３Ｄ表示において、

30 度以上視野角を実現するためには、１ミクロン以下の

大きさの光変調素子が必要である。また、実用レベルでそ

のような光変調素子を実現するには、磁気光学効果の大

きな材料を用い、磁気特性を制御する必要がある。そこで

本年は、磁気光学効果の大きなガーネット薄膜について、

磁気異方性の評価を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置：磁場勾配磁力計(AGM)、トルク磁力

計、電子線描画装置(30 kV、50 kV)、マスクアライナー 

 

・実験方法 

有機金属分解法を用い Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12 (y = 0 

~1) 薄膜をガラス基板上に作製した。作製した薄膜の磁

気特性は、磁場勾配磁力計(AGM)を用いて面内方向お

よび面直方向に磁場を印加して測定した。また、磁気異

方性定数をトルク測定によって求めた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12 (y = 0 ~ 1) 薄膜のフ

ァラデーヒステリシスをFig. 1に示す。FeサイトをGaで置

換することによって、11〜16 degree/m という大きな値を

有したまま、ヒステリシスの形状が面内磁化異方性を示す

傾いたものから、面直磁化異方性を示す角形まで変化さ

せることに成功した。さらに、AGMとトルク磁力計によって

これらの試料の磁気異方性を定量的に評価することに成

功した。 
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Fig. 1 Faraday hysteresis loops 


